
用途分野

• データセンター等での長期データ保存
• 重要なデータのアーカイブの省電力化
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新技術の概要
データ消失を避けるためのプライマリ・バックアップ構成の複数HDDに対し、プライマリ・

バックアップ構成のディスクキャッシュを用意し、独立したバッファの閾値制御を行う。
アクセス状況を考慮して、まとめて書き込みを行うとともに、読み出すディスクを選択す
ることよってHDDのアクセス回数を減らし、省電力化すると同時に性能を向上させる。

• 大量データを長期間保存するようなデータセン
ターのコスト削減、省電力化、高性能化の実現。

• 各HDDのアクセス状況を加味したバッファ管理
によるHDDのアクセス回数削減による省電力化。

• 単体HDDの故障によるデータ消失の回避と、
RAID1-6 にはない省電力性。
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保存したデータの消失の危険を避けるとともに電力消費を抑制したいという要望に応える
ことを目的とする。SSDの消費電力はHDDと比較すると少ないが、高価で、永続性が危惧
される。電力消費を抑えるために使わないHDDを停止するとともに、HDDが故障しても

データが消失しないよう非同期のプライマリ・バックアップ構成を採用する。ディスクキャッ
シュもプライマリ・バックアップ構成を取り、その閾値の制御を工夫することで、HDDのアク
セス回数を減らして消費電力を下げると同時に、性能の向上を可能としている。

mailto:asazawa@sangaku.titech.ac.jp

	スライド番号 1

